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先週もドル／円は動きが少なく、停滞した状態が続いています。 

日本の介入警戒感からドル／円は 160円手前では上値がおさえられています。 

1カ月で 11兆円ほど介入したということですが、介入前の水準までレートは戻ってきています。 

介入でドル高・円安が止められなかった場合の秘策はあるのでしょうか。 

6月に日本が利上げに動くという予想もあるので、植田・日銀総裁が今週何かコメントするかどう

かにも注目が集まっています。 

日銀は利上げをしたいようですが高市政権の圧力がかなり強そうなので、利上げを見送った場合

に円安がどうなっていくのか注意して見ておかないといけません。 

株価は日米ともに好調で日経平均も史上最高値更新が続いています。 

ただし、金利上昇で急落する動きなどもあり、株価も不安定です。 

高値圏では乱高下することも多いので、株もそろそろ天井が近いのかもしれません。 

そして、米国とイランの停戦交渉はどうなっているのか不明です。 

停戦は 60日間延長されるということですが、ホルムズ海峡の閉鎖がどうなるのかもまだわかりま

せん。マーケットの動きは少し楽観的すぎるようにも見えます。 

米国の情報とイランの情報が違っているため実際のところはよくわかりません。 

6月になるとナフサなどが不足してくるという話もあり、実体経済にどのような影響が出てくるの

か心配です。すでに企業は減産体制に入っているところもあり、楽観的なマーケットの雰囲気が 6

月になると急に変わってくるかもしれません。 

原油価格が 1バレル90ドルあたりから下がらない状態が長引けば物価高（インフレ）が続く可能性

が高く、オーストラリア、日本だけでなく他の国も次々と利上げに動き出すかもしれません。 

昨年相場の話題の中心だった関税問題はかなりトーンダウンしています。 

中国に対しても関税を引き下げる方向に動いています。 

トランプ大統領は貿易赤字を減らす、エネルギーを支配する、暗号資産（仮想通貨）でドルの価値を

裏付けするというような政策を考えていたようですが、どれもあまり上手くいってないように見え

ます。 

11月の米国の中間選挙までに新たな動きがあるかもしれないので、ニュースはしっかり見ていき

たいです。 

今週は雇用統計がありますが雇用の安定が確認されれば、金融政策はインフレ対策を重視する方

向に動き出す可能性もあります。 

ウォーシュ氏（新 FRB議長）の発言などにも気をつけたいです。 

 

 



 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は高値圏で止まったような動きが続いています。 

先週初めに 159円を超えてきてから、159円台での動きが続いています。 

1６０円が介入ラインとして意識されているため１５９．８円台後半で動きが鈍くなっています。 

高値買いは避けて、下げてきたところだけ買っていく戦略が安全です。 

下値は１５８．５円を維持している間は強い動きが続きそうです。 

１５８円を割り込んでも１５７．６円あたりにもサポートがあり、下がれば買いが入りやすくなります。 

１５８．５－１５９．６円程度のレンジ中心の動きが続くかもしれません。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円も先週は上昇してきているペアが多いですが強弱はバラバラです。 

ユーロ、ポンド、カナダドルなどは介入前の高値まで戻してないため戻りが少し弱く感じます。 

豪ドル、南アフリカランドはほぼ戻してきました。 

ＮＺドルは高値更新の動きとなっているため 2024年夏の高値９９円を目指す動きになるかどう

かに注目したいです。 

ただし、ＮＺドルは 3日続伸しているため少し下げてきたところを狙うのがよさそうです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では植田・日銀総裁発言などがあります。 

米国では 5月製造業ＰＭＩ（改定値）、5月ＩＳＭ製造業景況指数、4月雇用動態調査（JOLTS）求人

件数、5月ＡＤＰ雇用統計、5月サービス部門・総合ＰＭＩ（改定値）、5月ＩＳＭ非製造業景況指数、4

月製造業新規受注、米地区連銀経済報告（ベージュブック）、前週分新規失業保険申請件数、5月雇

用統計などの発表があります。 

欧州では、ユーロ圏とドイツで 5月製造業・サービス業ＰＭＩ（改定値）、ユーロ圏で 5月消費者物価

指数、4月卸売物価指数、ラガルド・ＥＣＢ総裁発言、4月小売売上高、1－3月期ＧＤＰ（確定値）な

どがあります。 

ほかには、オーストラリアで 1－3月期ＧＤＰ、カナダで 5月失業率の発表などがあります。 


